
「
金
縷
（
き
ん
る
）
の
衣
は

再
び
得
べ
し
。
青
春
は
再
び

得
べ
か
ら
ず
」̶

。
古
代
中

国
の
詩
人
で
あ
る
王
粲
（
お

う
さ
ん
）
の
漢
詩
で
あ
る
。

高
価
な
服
も
お
金
さ
え
あ
れ

ば
手
に
入
る
が
、
過
ぎ
去
っ

て
し
ま
っ
た
青
春
は
、
二
度

と
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る

毎

年
こ
の
時
期
、
入
学
式
で

大
学
１
回
生
を
見
る
と
、

時
の
流
れ
の
速
さ
や
自
分

が
入
学
し
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
す
。
入
学
時
の
目

標
と
現
在
の
自
分
を
見
比

べ
て
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど

成
長
し
て
い
る
の
か
を
確

認
し
て
次
の
１
年
を
歩
む

今
年
は
、
公
職
選
挙
法
が

改
正
さ
れ
て
３
年
経
つ
。
こ

の
法
律
の
目
玉
で
あ
っ
た
の

は
18
歳
選
挙
権
で
あ
る
。
選

挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
、
一
部
の
高
校
３
年
生
・

大
学
１
年
生
が
選
挙
に
参
加

し
た
。
こ
の
３
年
、
衆
参
両

議
員
選
挙
を
経
て
、
18
歳
・

19
歳
の
投
票
率
が
減
少
し
て

い
る
。具
体
的
に
は
２
０
１
６

年
の
参
院
選
で
18
歳
が
51・28

％
、
19
歳
が
42
・
30
％
で
あ

る
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
の

衆
院
選
で
は
18
歳
が
47
・
87

％
、
19
歳
が
33
・
25
％
で

あ
っ
た

投
票
率
減
少
の

主
な
理
由
は
、
住
民
票
移
動

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
だ
。
ま
た
、
主
権
者
教
育

の
浸
透
不
足
と
い
う
課
題
も

あ
る
。
特
に
大
学
で
の
主
権

者
教
育
の
充
実
が
投
票
率
上

昇
の
鍵
で
あ
ろ
う
。今
年
は
、

４
月
に
統
一
地
方
選
と
参
院

選
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
、

大
学
１
回
生
・
２
回
生
は
大

学
生
活
を
楽
し
み
つ
つ
、
国

の
将
来
に
も
目
を
向
け
て
み

よ
う
。
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。関西学院大学を構成し、その歴史を新たに創造する
一人となってくださったことに心より感謝いたします。今、皆さんの心の中にある夢や目標は何でしょ
うか。
　大学は、主体的に様々なことに関わって行くことで自分でも気づかない可能性を自らの内に発見し、
世界に大きな影響を与えるような豊かで喜びに満ちた歩みが出来るところです。実際、関西学院の歴史
の中で、「最初の一人」となって、後の社会に大きな影響を及ぼした方々がたくさんおられます。例えば「日
本ライトハウス」を創立された岩橋武夫氏や「点字図書館」を創設された本間一夫氏は、自らも視力を失っ
た中で、同じ立場の人々が負わされている重荷を少しでも軽くするための取り組みを始められました。
　私たちの社会は決して完全ではなく、多くの課題を抱えています。本学での学びと出会いの中で、自
らが取り組むべき課題を発見し、その課題解決のために行動を起こす「最初の一人」となっていただき
たいと思います。皆さんの前に広がる無限の可能性に満ちた大学という時を、喜びと希望をもって歩ま
れるよう、心より願い、祈っております。

　新入生の皆さん、関西学院大学へのご入学おめでとうございます。教職員、在学生を代表して心から歓迎いたします。
　現在、ICT技術の発達などによって世界が小さくなりグローバル化が急速に進んでいます。新入生の皆さ
んが社会に出て働く頃には、ほとんどの人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようになるでしょう。その
ためにも、英語の運用能力を高めるこことは勿論のこと、大学時代に一度は海外に出て行ってほしいと思い
ます。アメリカやヨーロッパの大学も、学生の留学を積極的に促進しています。その理由は、異なった文化
や価値観に触れることにあります。言いかえれば、多様性への理解が求められています。
　関西学院大学は、2014年度に文部科学省のスーパーグローバル大学創成支援（SGU）事業に採択されまし
た。その構想名は「国際性豊かな学術交流の母港『グローバル・アカデミック・ポート』の構築」というも
のです。その基本にあるのが、入学した学部での学びの他に、①海外留学等のインターナショナルプログラ
ム、②他分野を学ぶ副専攻プログラム、③実践的な学びであるハンズオン・ラーニング・プログラムのいず
れかに挑戦するダブルチャレンジ制度です。二つのことに同時に挑戦することによって、主体性が身につき
多様性への理解も深まり、何よりも、未知へのチャレンジ精神が培われると考えます。
　第４代院長C. J. Lベーツ先生は、関西学院の建学の精神を“Mastery for Service”（奉仕のための練達）とい
うスクール・モットーとして表現しました。自分の利益のためにだけではなく、世界人類のために自分を
鍛えよと訴えられたのです。皆さんには、関西学院大学での学びにおいて、スクール・モットー“Mastery 
for Service”の意味を考えてほしいと思います。
　どうか、自分自身にチャレンジし自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福に貢献するという「高い
志」を持ってほしいと心から願います。

　ご入学おめでとうございます。皆さんは、これまでの学校教育の場とは比べものにならない広いキャ
ンパスの中で、すぐさま「居場所」を探しはじめることでしょう。まずは、キャンパス中をくまなく歩
いてみることをお勧めします。そのキャンパスツアーを通じて、大学図書館がどこにあるか確認してく
ださい。大きな建物であり、重要な位置にあることがすぐにおわかりになると思います。なぜでしょう
か。それは皆さんの学びの中心をなす「知の宝庫」に他ならないからです。大学図書館は、約200万冊
の書物と多くの電子情報、映像資料を提供できる場所として、皆さんを待ち受けています。ひとつの専
門分野に特化することなく、幅広い分野に目配せし収書してきた本館の歴史を必ず汲み取れると自負し
ています。学びは本当に楽しいものです。豊かな時を過ごすことができる大学図書館は、皆さんの大切
な居場所のひとつになるはずです。どうかよきキャンパスライフを過ごされますよう。

　「長距離選手に対する、一番の褒め言葉がなにかわかるか？」これは、箱根駅伝出場を目指す大学陸
上部を描く小説「風が強く吹いている（三浦しをん氏原作）」の中で、主人公が先輩から問われた言葉です。
主人公は、速い･･･ですか？と答えますが、その答えに対する先輩の回答は「強い」でした。
　ところで、皆さんは「自分の芯は何か？」を考えたことがありますか？大学に入学して、部活・サー
クルに打ち込みたい、バイトに明け暮れたい、資格を取りたい、良い会社に入りたい…など多種多様な
考えを持っている事だと思われます。しかし「今やりたいと思っていること」に対して、目標を持って
いますか？サークルに入った後は何をしますか？資格を取って就職して、その後は何をしますか？良い
会社に入ったら、その後は何をしますか？この問題に対して、すでにその答えがある人はもう一度「そ
の先には何があるだろう？」と問うてみてください。常に「その先には何がある？」を意識することで、
自分の考えが明確になっていきます。自分の考え・決めたことを信じて、周りに流されずに突き進める
「強い」人になってください。改めて新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

関西学院　院長
舟木　讓

関西学院大学　学長
村田　治

関西学院大学 大学図書館長
田和　正孝

関西学院大学 学生連盟 本部長
堀内　竣平

定期購読 受付中
・年間1,500円で６回お届け
・郵送でお届け、手軽に読める
・「かわら版」も一緒にお届け！

関西学院大学
　　　　新聞総部

ようこそ！ 関西学院大学へ 〜祝辞〜
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Ａ
Ｉ
は
、
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス

に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
背
景
を
受
け
、
今
年
度
か

ら
本
学
で
は
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
開
講
さ
れ
る
。

　

Ａ
Ｉ
と
い
う
と
、
理
系
の
学
生

が
対
象
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
統
括
す
る
巳
波
教
授
は
「
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
理
横
断
型
、

す
な
わ
ち
文
系
の
学
生
も
対
象
だ
。

む
し
ろ
、
文
系
の
学
生
に
こ
そ
受

講
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」

と
語
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
手
Ｉ
Ｔ

企
業
で
あ
る
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・

エ
ム
株
式
会
社
（
以
下
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
）
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
集
中
開
講
を
含
む
計
10
科
目

（
20
単
位
）
の
授
業
か
ら
成
り
立

つ
（
＝
図
1
）。
本
年
度
の
新
入

生
も
受
講
可
能
で
、
２
０
２
０
年

　

本
学
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

の
小
野
宏
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
先

月
11
日
に
、
日
本
大
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
日
本
大
学

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
の
定
期
戦
を
、

２
０
１
９
年
度
も
再
開
し
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
定
期

戦
は
現
在
、
悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題

で
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
日
大
は
、
関
東
学
生
連
盟

か
ら
、
こ
の
問
題
を
受
け
て
、
今

年
3
月
末
ま
で
の
公
式
戦
出
場
停

止
処
分
を
受
け
た
。
今
年
1
月
に

関
東
学
生
連
盟
理
事
会
で
解
除
が

決
定
さ
れ
、
今
秋
か
ら
公
式
戦
に

復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

処
分
の
原
因
は
、
昨
年
5
月
に

行
わ
れ
た
日
大
と
本
学
の
定
期
戦

で
起
こ
っ
た
悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題

で
あ
る
。
こ
の
定
期
戦
で
日
大
の

選
手
は
、
本
学
の
選
手
に
対
し
て

3
度
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
ウ
ル

を
繰
り
返
し
、
退
場
と
な
っ
た
。 

タ
ッ
ク
ル
を
受
け
た
本
学
の
選
手

の
足
に
は
、
痺
れ
の
症
状
が
見
ら

れ
た
。

　

こ
の
悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題
は
、

選
手
の
意
志
で
は
な
く
、
監
督
か

ら
の
指
示
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
大
き
く
世
間
を
騒
が
せ
た
。
ま

た
、
コ
ー
チ
、
監
督
を
は
じ
め
、

常
務
理
事
な
ど
多
く
の
役
職
者
が

次
々
と
辞
任
し
た
こ
と
で
も
話
題

に
上
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が

再
発
し
な
い
よ
う
、
日
大
は
チ
ー

ム
を
再
建
す
る
た
め
に
監
督
や

コ
ー
チ
を
公
募
し
た
。
選
考
は
外

部
の
弁
護
士
や
、
有
識
者
で
構
成

さ
れ
た
選
考
委
員
会
に
委
任
さ
れ

Experience Center

」
を
活
用

し
た
演
習
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

授
業
は
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
経
験
が
豊
富
な
実
務
家
教
員

や
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
携
わ
っ

た
教
員
が
担
当
す
る
。

KGニュース
　

ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
な
本
学

を
、
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
応
援

団
総
部
だ
。そ
の
応
援
団
総
部
に
、

新
た
な
風
が
吹
い
た
。

　

関
西
学
院
大
学
の
応
援
団
総
部

は
、
指
導
部
、
吹
奏
楽
部
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
の
3
部
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
指
導
部
と
は
、
学
ラ
ン

を
着
て
白
い
手
袋
を
は
め
、
勇
ま

し
い
声
で
演
舞
す
る
、
応
援
団
と

聞
い
て
真
っ
先
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
団
体
だ
。そ
の
指
導
部
の
部
長
、

そ
し
て
3
部
を
ま
と
め
る
団
長
そ

れ
ぞ
れ
に
、
指
導
部
の
女
性
が
就

任
し
た
。
団
長
に
女
性
が
就
任
す

る
の
は
、
73
代
目
に
し
て
初
め
て

～文理の壁を越えて～～文理の壁を越えて～

AI活用人材育成プロジェクトAI活用人材育成プロジェクト

～アメフト定期戦見送り～～アメフト定期戦見送り～

選手の安全を第一に選手の安全を第一に

初
の
女
性
団
長

〜
応
援
団
総
部
の
躍
進
〜

の
こ
と
で
あ
る
。

　

指
導
部
は
、
体
育
会
系
と
見
紛

う
ほ
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
ト

レ
、
発
声
練
習
を
日
々
積
み
重
ね

て
い
る
。
そ
こ
に
は
性
別
を
理
由

に
し
た
手
加
減
は
一
切
な
い
。
大

変
で
は
な
い
か
、と
尋
ね
る
と「
も

ち
ろ
ん
楽
で
は
な
い
が
、
覚
悟
は

し
て
い
た
」と
落
ち
着
い
た
声
で
、

団
長
の
岸
本
ゆ
ず
か
さ
ん
（
理
・

４
）
は
返
し
た
。
指
導
部
長
の
柏

原
加
奈
さ
ん
（
経
・
4
）
も
「
厳

し
い
練
習
は
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
答
え
る
。

　

入
部
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た

の
か
。
二
人
と
も
、
あ
る
女
性
の

存
在
を
口
に
し
た
。そ
の
女
性
は
、

二
人
が
新
入
生
の
時
の
指
導
部
長

で
あ
り
、
指
導
部
初
の
女
性
部
員

で
も
あ
っ
た
。「
入
学
式
で
見
た

そ
の
人
の
演
舞
に
圧
倒
さ
れ
た
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

そ
ん
な
二
人
が
掲
げ
た
、
今
年

の
指
導
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
妥

協
な
き
、挑
戦
」
だ
と
い
う
。「
今

年
一
年
を
通
し
て
、
現
状
に
妥
協

す
る
こ
と
な
く
指
導
部
員
一
人
一

人
が
よ
り
良
い
応
援
の
在
り
方
を

考
え
、
自
分
自
身
の
限
界
に
挑
戦

し
て
欲
し
い
。
そ
こ
に
、
幹
部
や

下
級
生
と
い
う
違
い
は
な
い
」
と

柏
原
さ
ん
は
熱
弁
し
た
。

　

柏
原
さ
ん
は
最
後
に
、
柏
原
さ

ん
に
と
っ
て
の
応
援
団
と
は
な
に

か
を
語
っ
た
。「
応
援
団
と
言
え

ば
、
根
性
論
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
。
し
か
し
、
た
だ
が
む

し
ゃ
ら
に
声
を
出
し
続
け
る
こ
と

だ
け
が
応
援
団
で
は
な
い
。
ど
う

す
れ
ば
盛
り
上
が
る
の
か
、
ど
う

度
卒
業
予
定
の
学
生
も
、
一
部
の

集
中
開
講
を
除
き
受
講
で
き
る
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
Ａ

Ｉ
の
専
門
家
を
育
成
す
る
こ
と
で

は
な
い
。「
Ａ
Ｉ
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
関
連
の
知
識
を
持
ち
、
さ

ら
に
そ
れ
を
活
用
し
て
、
現
実
の

諸
問
題
を
解
決
で
き
る
能
力
を
有

す
る
人
材
」
と
定
義
さ
れ
る
「
Ａ

Ｉ
活
用
人
材
」
を
育
成
す
る
こ
と

だ
。
よ
っ
て
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
に
関
す
る
知

識
、
技
術
を
理
解
す
る
た
め
の
時

間
は
比
較
的
短
い
。そ
れ
よ
り
も
、

グ
ル
ー
プ
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
な

ど
、Ａ
Ｉ
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、

課
題
を
解
決
す
る
か
と
い
う
点
に

重
き
を
置
い
て
い
る
。
き
わ
め
て

実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

教
育
環
境
が
非
常
に
充
実
し
て

お
り
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
保
有
す

る
施
設
「IBM Osaka Client 

た
が
、
選
手
も
候
補
者
へ
質
問
を

す
る
と
い
う
か
た
ち
で
携
わ
っ

た
。
選
手
に
は
選
考
に
対
す
る
決

定
権
は
な
い
が
、
彼
ら
の
意
見
は

参
考
と
さ
れ
、
彼
ら
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
選
手
と
指
導
側
の
相
互

理
解
を
基
盤
と
す
る
指
導
力
な
ど

を
求
め
る
と
い
う
基
準
に
基
づ
い

て
選
考
が
行
わ
れ
た
。

　

チ
ー
ム
は
再
建
に
向
か
っ
て
い

る
が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
日
大
は

公
式
戦
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、

安
全
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
と
い
う

保
証
は
な
い
。
小
野
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
は
「
秋
の
リ
ー
グ
戦
の
映
像

な
ど
を
見
て
、
試
合
が
安
全
に
で

き
る
と
い
う
確
証
を
持
つ
こ
と
が

出
来
て
か
ら
、
日
大
と
定
期
戦
を

再
開
す
る
」
と
の
意
思
を
示
し
て

い
る
。

　

本
学
の
日
大
と
の
定
期
戦
を
再

開
し
な
い
と
い
う
判
断
は
、
賢
明

な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
悪
質
タ
ッ

ク
ル
問
題
を
皮
切
り
に
、
日
大
で

は
様
々
な
問
題
が
浮
上
し
た
。
再

建
に
向
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

不
安
定
な
状
態
の
ま
ま
で
定
期
戦

を
再
開
す
れ
ば
、
ま
た
同
じ
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
本
学

の
選
手
の
安
全
確
保
。
一
度
大
き

な
け
が
を
し
て
し
ま
え
ば
、
二
度

と
プ
レ
ー
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

に
け
が
は
つ
き
も
の
だ
が
、
選
手

生
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
本
学
の
選
手
を
守
る
た
め
に

も
、
定
期
戦
の
再
開
は
、
日
大
の

チ
ー
ム
が
再
建
さ
れ
、
信
頼
性
が

回
復
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
の
が

理
想
で
あ
る
。
プ
レ
ー
に
集
中
で

き
る
安
全
な
試
合
と
い
う
の
は
、

お
互
い
の
信
頼
の
う
え
に
成
り

立
っ
て
い
る
。

柏原さん（左）と岸本さん（右）

す
れ
ば
会
場
の
心
を
つ
か
む
応
援

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
応
援
団

と
し
て
ど
こ
ま
で
会
場
を
巻
き
込

む
応
援
が
で
き
る
か
が
重
要
だ
。

ま
た
、
応
援
は
、
応
援
団
に
入
ら

な
く
て
も
で
き
る
こ
と
だ
。
し
か

し
だ
か
ら
こ
そ
応
援
団
は
、
応
援

と
い
う
誰
に
で
も
出
来
る
こ
と
を

誰
に
も
真
似
で
き
な
い
ほ
ど
、
真

剣
に
全
力
で
行
う
団
体
で
あ
る
べ

き
だ
と
思
う
」
と
口
に
し
た
。

　

伝
統
あ
る
指
導
部
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
学
生
の
支
え
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
応
援
団
を
、
こ
れ
か

ら
は
情
熱
あ
ふ
れ
る
二
人
が
け
ん

引
す
る
。
そ
の
挑
戦
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
二
人
の
闘

志
は
、
大
き
な
成
功
を
予
感
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

バ
リ
ズ
ム
や
Ａ
Ｉ
に
淘
汰
さ
れ
る

人
間
に
な
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
と
い
う
と

理
系
の
専
門
科
目

だ
と
思
わ
れ
が
ち

な
こ
と
に
つ
い

て
、
巳
波
教
授
は

「
確
か
に
Ａ
Ｉ
を

全
て
最
初
か
ら
作

る
と
な
る
と
、
文

系
の
学
生
に
は
極

め
て
難
し
い
だ
ろ

う
。
Ａ
Ｉ
な
ど
を

専
門
と
す
る
学
生

に
も
容
易
で
は
な

い
。
し
か
し
現

代
で
は
、
Ａ
Ｉ
を

作
る
た
め
に
必
要

な
も
の
は
ほ
と
ん

ど
用
意
さ
れ
て
い

る
。
問
題
は
、
現

実
の
諸
問
題
に
対
し
、
Ａ
Ｉ
を
ど

の
よ
う
に
活
か
す
か
で
あ
る
」
と

説
明
す
る
。
例
え
ば
、
最
近
で
は

簡
易
的
な
自
動
通
訳
機
が
流
通
し

て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
音
声
認

識
と
翻
訳
と
い
う
２
つ
の
Ａ
Ｉ
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
。
音
声
認

識
の
Ａ
Ｉ
や
翻
訳
の
Ａ
Ｉ
を
作
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。し
か
し
、

こ
の
二
つ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
通

訳
機
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
い

う
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

部
分
的
に
と
は
い
え
、
異
な
る
言

語
を
使
う
者
の
間
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
と
い
う

問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
開
発
を
す
る
た
め

に
は
、
自
身
の
専
門
分
野
へ
の
知

識
が
必
要
だ
と
巳
波
教
授
は
語

る
。
そ
の
専
門
分
野
で
い
ま
ま
で

解
決
で
き
な
か
っ
た
課
題
を
見
つ

け
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
Ａ
Ｉ
を

投
入
す
る
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ

る
と
い
う
。

　

巳
波
教
授
は
新
入
生
を
含
め
、

受
講
す
る
学
生
に
「
課
題
意
識
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
学

生
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
い
い
学
び

に
な
る
。
そ
れ
に
、
Ａ
Ｉ
の
知
識

は
世
界
で
も
通
用
す
る
。
グ
ロ
ー

図１
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減
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
」
を
策
定

中
だ
。

　

ま
た
、欧
州
議
会
は
去
年
10
月
、

２
０
２
１
年
か
ら
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
流
通
を
禁
止
す

る
法
案
を
可
決
し
た
。ス
ト
ロ
ー
、

レ
ジ
袋
な
ど
、
一
般
利
用
さ
れ
て

い
る
10
品
目
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
対
象
だ
。
今
回
禁

止
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
品
目
に

つ
い
て
も
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

25
％
削
減
す
る
こ
と
を
加
盟
国
に

義
務
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
あ

止
に
す
る
方
針
だ
。
ま
た
、
ガ

ス
ト
や
バ
ー
ミ
ヤ
ン
で
知
ら
れ

る
日
本
の
外
食
大
手
「
す
か
い

ら
ー
く
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
も

２
０
２
０
年
を
目
標
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
の
廃
止
を
決

定
し
て
い
る
。

　

企
業
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
で

は
、
２
０
１
９
年
6
月
に
開
催
さ

れ
る
主
要
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会

議
に
向
け
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
大
幅
な
削
減
対
策
を
進
め
て

い
る
。レ
ジ
袋
の
有
料
義
務
化
や
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
量
の
25
％
削

KGニュース

た
。
設
計
思
想
の
原
点
回
帰
が
見

ら
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
調

和
・
景
観
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
新
学
生
会
館
も
日
本
設

計
に
よ
る
設
計
で
、
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、

１
９
８
４
年
７
月
に
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
、
今

日
に
至
る
ま
で
、
学
生
活
動
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
、
新
学
生
会
館

に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
い
。

　

「
若
さ
の
ル
ツ
ボ
」
を
テ
ー
マ

に
設
計
さ
れ
た
新
学
生
会
館
は
、

①
学
生
に
よ
る
自
主
的
な
課
外
活

動
、
②
学
生
、
教
職
員
の
福
利
厚

生
、
③
大
学
構
成
員
相
互
の
人
間

的
交
流
︱
︱
の
為
の
施
設
と
し
て

建
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
様
々

な
性
質
の
、
多
く
の
部
屋
を
一
つ

の
建
物
に
納
め
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋

に
は
外
光
と
通
風
が
必
要
と
さ
れ

た
。
ひ
と
か
た
ま
り
の
建
物
に
す

る
の
で
は
な
く
、
口
の
字
型
の
建

物
に
し
、
外
周
壁
を
長
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
。
ま
た
、
上
ケ
原
は
高
度
制

限
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
15

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
建
物
に
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
地
上
15
メ
ー
ト
ル

で
建
物
の
高
さ
を
固
定
し
、
納
ま

ら
な
い
分
に
関
し
て
は
、
地
下
に

掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中

庭
も
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
地
下

に
も
外
光
と
通
風
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
口
の
字
の
建
物
の

北
側
と
東
側
は
会
館
棟
と
し
て
、

ラ
ウ
ン
ジ
や
共
用
室
、
生
協
や
業

者
食
堂
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
置

か
れ
た
。
西
側
は
武
道
の
道
場

を
、
南
側
の
部
室
棟
に
は
各
総
部

室
を
始
め
と
し
て
、
公
認
団
体
の

部
室
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
大

空
間
を
要
す
る
温
水
プ
ー
ル
は
中

な
り
、
鳥
や
魚
な
ど
が
エ
サ
と
間

違
え
て
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
。
生

態
系
へ
の
深
刻
な
影
響
、
そ
の
魚

を
食
べ
た
人
間
の
健
康
被
害
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
国
内

外
の
企
業
で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

去
年
7
月
、
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
世
界
最
大
手
の
米
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
が
「
２
０
２
０
年
末
ま
で
に

全
世
界
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
を
全
廃

す
る
」
と
の
目
標
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
に
10
億
本
以

上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー

の
使
用
を
削
減
で
き
る
と
い
う
。

米
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー
ン
大
手

の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
全
世
界
の
全
店
舗
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
を
廃

る
飲
料
用
ボ
ト
ル
に
関
し
て
も
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
90
％
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
達
成
す
る
こ
と
を
加

盟
国
に
義
務
付
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
や
地
域
、
企

業
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。
海
洋

汚
染
を
悪
化
さ
せ
ず
、
生
物
の
生

態
系
や
人
間
の
健
康
を
守
る
た
め

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
学
生
に
も

で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

　

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
や
コ

ン
ビ
ニ
で
は
、
パ
ン
や
弁
当
、
お

菓
子
や
飲
料
と
い
っ
た
も
の
を
多

く
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
毎
日

学
生
に
よ
っ
て
大
量
に
消
費
さ

れ
、
同
時
に
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い

る
。
商
品
の
容
器
や
ラ
ベ
ル
、
ス

プ
ー
ン
や
ス
ト
ロ
ー
な
ど
に
は
当

然
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
海
洋
汚
染
を
考
え
た

と
き
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
の
一

つ
の
手
段
が
そ
れ
ら
を
使
わ
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
手
段
も
あ

る
。
本
学
生
協
で
は
２
０
０
５
年

か
ら
「
関
学
生
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁

当
」
に
お
い
て
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
を

と
っ
て
い
る
。
弁
当
購
入
代
金
に

あ
ら
か
じ
め
10
円
が
上
乗
せ
さ
れ

て
お
り
、
食
べ
た
後
容
器
を
店
舗

に
返
却
す
る
こ
と
で
そ
の
10
円
が

返
金
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ
。

　

海
洋
汚
染
の
原
因
の
一
つ
で
あ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
我
々
の

生
活
に
浸
透
し
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
個

人
で
講
じ
ら
れ
る
手
段
は
多
い
は

ず
だ
。捨
て
て
終
わ
り
で
は
な
い
。

そ
の
先
を
、
一
人
一
人
の
行
動
で

変
え
て
い
き
た
い
。

　

学
院
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
本
学
の
教
育
施
設
は
手

狭
に
な
っ
て
い
っ
た
。
本
学
の
建
築
物
の
特
徴
で
あ
る
、ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
な
が
ら
、
創
立
百
周
年
を
目
指
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
が
行
わ
れ
た
。（
Ｔ
・
Ｍ
）

　

戦
後
に
な
り
、
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
築
さ
れ
た

校
舎
は
、
急
激
な
学
院
の
規

模
拡
大
、
学
生
数
の
増
加
に

呼
応
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に

よ
り
設
計
さ
れ
た
校
舎
群
と

は
、
あ
る
程
度
の
デ
ザ
イ
ン

的
な
調
和
が
図
ら
れ
た
と
は

言
え
、
間
に
合
わ
せ
の
為
の

校
舎
と
い
う
印
象
は
拭
え
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
創
立
70
年
を
迎
え

る
50
年
代
後
半
か
ら
は
、
今

ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
の
傾
向
と

は
異
な
っ
た
設
計
が
な
さ
れ

た
。
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
離
れ
、

的
デ
ザ
イ
ン
の
校
舎
が
建
設

さ
れ
た
訳
だ
が
、
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
と
の
調
和
と
い
う
点
で

は
配
慮
が
充
分
で
あ
っ
た
と

は
言
い
難
い
。
当
時
の
校
舎

建
築
計
画
に
お
い
て
、
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
の
機
能
性
や
景

観
は
二
の
次
で
、
財
政
的
側

面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
が
設
計
思
想
か
ら
も
読

み
取
れ
る
。

　

60
年
代
末
に
大
学
紛
争
が

収
束
し
つ
つ
あ
る
頃
、
80
年

代
末
の
創
立
百
周
年
を
目
指

し
て
、
学
院
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

委
員
会
を
設
置
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
計
画
の
検
討
を

始
め
た
。
市
道
の
北
側
を
教

育
ゾ
ー
ン
、
南
側
を
体
育
・

厚
生
ゾ
ー
ン
と
分
け
る
こ
と

を
決
め
た
の
も
、
こ
の
時
で

あ
る
。
ま
た
、
図
書
館
前
の
通

称
「
銀
座
通
り
」
付
近
な
ど
に
散

在
し
て
い
た
部
室
や
、
売
店
な
ど

を
統
合
し
、
新
た
な
学
生
会
館
に

集
約
す
る
こ
と
な
ど
も
提
案
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
長
期
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
９
７
８
年
６
月
、
銀
座
通
り

に
面
し
て
い
た
第
二
学
生
会
館

が
、
出
火
に
よ
り
焼
失
し
た
。
部

室
を
失
っ
た
ク
ラ
ブ
も
多
く
あ

り
、
前
述
の
学
生
関
係
施
設
構
想

の
具
体
化
が
急
が
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

解
決
を
急
が
れ
る
形
で
、
現
在

の
新
学
生
会
館
の
建
設
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な

る
と
、
日
本
設
計
が
校
舎
の
設
計

に
参
画
し
、
新
し
い
感
覚
の
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ

イ
ル
が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

単
純
な
直
線
な
い
し
曲

線
が
基
本
と
な
っ
た
も

の
が
建
設
さ
れ
た
。
学

院
施
設
課
と
竹
中
工
務

店
に
よ
っ
て
設
計
・
施

工
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の

建
築
群
は
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
鮮
な
イ

メ
ー
ジ
を
加
え
る
も
の

に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
現
在
で
も
、

第
五
別
館
や
旧
学
生
会

館
に
、
そ
の
特
徴
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
の
隆
盛
と
時
を

同
じ
く
し
て
、
本
学

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
近
代

校舎建築のトレンドを追う

　

捨
て
た
っ
て
ご
み
は
消
え
な

い
。
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
、
ご
み

を
視
界
か
ら
排
除
し
て
い
る
だ
け

だ
。

　

近
年
、
世
界
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
海
洋
汚
染
。
そ
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
や
カ
ッ
プ
に
至
る
ま

で
、
我
々
の
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
自
然
界
で
非
常

に
分
解
さ
れ
に
く
く
、
紫
外
線
や

海
流
、波
な
ど
の
影
響
で
劣
化
し
、

細
か
い
破
片
と
な
る
。
洗
顔
料
や

化
粧
品
に
ス
ク
ラ
ブ
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー 

ズ
」
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　

問
題
は
、
通
常
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
よ
り
細
か
く
な
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
有
害
物
質
が
付
着
し
や
す
く

庭
の
地
下
に
配
置
し
、
多
く
の
機

能
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
収
納

し
た
。
ま
た
、
特
徴
的
な
中
庭
建

築
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
タ
イ
ル
と
融
合
し
、
建
物

の
合
理
性
と
伝
統
が
融
合
し
、
美

し
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

巨
額
の
予
算
を
投
じ
て
建
設
さ

れ
た
新
学
生
会
館
は
、
一
部
に
予

算
を
使
い
す
ぎ
と
の
声
が
あ
っ
た

も
の
の
、
概
ね
好
意
的
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
こ
と
が
当
時
の
本
紙
や

卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
読
み
取
れ

る
。
竣
工
か
ら
35
年
が
経
ち
、
多

く
の
学
生
が
大
学
生
活
の
１
ペ
ー

ジ
に
刻
む
場
所
と
し
て
、
今
で
も

多
く
の
学
生
に
利
用
さ
れ
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　

新
学
生
会
館
が
竣
工
し
た
頃
か

ら
、
学
院
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
新
た
な
講
義
棟
の

建
設
計
画
が
具
体
化
し
て
い
っ

た
。
現
在
で
も
積
極
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
Ａ
号
館
・
Ｂ
号
館
・
Ｃ

号
館
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
に
建
設

さ
れ
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

１
９
８
９
年
か
ら
供
用
さ
れ
た
。

　

Ａ
号
館
は
実
質
的
に
法
学
部
の

講
義
棟
と
し
て
供
用
さ
れ
て
お

り
、
講
義
室
の
他
に
法
学
部
学
生

自
治
会
室
な
ど
も
置
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｃ
号
館
は
経
済
学
部

の
準
講
義
棟
と
し
て
供
用
さ
れ
て

い
る
。
Ａ
号
館
と
Ｃ
号
館
の
間

に
建
つ
Ｂ
号
館
は
も
っ
と
も
大
き

く
、
５
０
０
人
以
上
を
収
容
す
る

こ
と
の
で
き
る
大
教
室
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
棟
群
の
建

設
は
、
学
生
増
加
に
伴
う
教
室
不

足
を
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
視
聴

覚
設
備
に
代
表
さ
れ
る
現
代
的
な

設
備
が
設
置
さ
れ
、
先
端
的
な
講

義
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
講
義
の
質
の
向
上
に

も
寄
与
し
た
。

　

本
学
・
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
が
現
在
の
姿
に
近
づ
く
に
至
る

20
年
余
り
の
軌
跡
を
こ
れ
ま
で
に

述
べ
た
。
す
で
に
一
部
の
建
物
は

老
朽
化
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
も

否
め
な
い
が
、
今
な
お
積
極
的
に

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
整
備
計
画
が
長
期
的
に

良
く
練
ら
れ
た
何
よ
り
の
証
左

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
設
計
思

想
の
原
点
回
帰
が
功
を
奏
し
て

か
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は

２
０
１
７
年
に
日
本
建
築
学
会
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
機
能
性
は
も

ち
ろ
ん
、
景
観
に
ま
で
配
慮
さ
れ

た
文
化
的
価
値
の
高
い
建
築
群
で

構
成
さ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
校
舎
の
大
規
模
化
・
近
代
化

に
際
し
て
、
歴
史
的
価
値
の
高
い

旧
校
舎
や
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
て

い
る
。
価
値
の
高
い
資
産
を
残
し

つ
つ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
的
な

整
備
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

行
動
の
そ
の
先
を
考
え
て

建設中の新学生会館＝関西学院学院史編纂室提供
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春の恒例企画

クラブ探訪記2019
　桜が舞い、新しい出会い、新しいチャレンジの季節となった。大学生
には、挑戦する価値あるものがたくさんある。学問に専念するもよし、
アルバイトで社会経験を積むもよし、留学で視野や語学力を磨くもよし、
ボランティア活動にいそしむもよし。そして、クラブ活動に全力で取り
組むこともまた、大きな価値がある。仲間と連携して何かを成し遂げる
こと、そのために時にぶつかり、競い合うこと。これらは、クラブ活動
ならではの経験だ。しかしクラブ活動に参加はしてみたいが、どんな部
活動があるのか分からない、新しい活動に挑戦してみたいが、何をした
いのかまだはっきり決まっていない。そんな新入生に諸君に、この毎年
の恒例企画「クラブ探訪記」をささげる。

新
聞
総
部

　

大
学
に
入
り
、
自
分
の
視
野
を

広
げ
た
い
。友
達
も
増
や
し
た
い
。

そ
ん
な
人
に
是
非
足
を
運
ん
で
も

ら
い
た
い
の
が
新
聞
総
部
だ
。

　

新
聞
総
部
は
、
１
年
に
６
回
、

主
に
学
内
に
向
け
て
『
関
西
学
院

大
学
新
聞
』
を
約
３
０
０
０
～

８
０
０
０
部
発
行
し
て
い
る
。
新

聞
に
は
、
学
内
の
ニ
ュ
ー
ス
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
学
で
教
壇
に

立
つ
教
授
や
卒
業
生
な
ど
の
紹
介

や
、
部
員
オ
ス
ス
メ
の
お
店
・
本

の
紹
介
、“
新
月
祭
特
集
”
や
“
関

学
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
特
集
”、“
イ

ン
ス
タ
映
え
特
集
”
の
よ
う
な
特

集
面
な
ど
、
本
学
に
お
け
る
様
々

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

活
動
は
毎
週
金
曜
日
の
放
課

後
、
新
学
生
会
館
３
階
の
部
室
に

て
行
っ
て
お
り
、
主
に
新
聞
発
行

に
向
け
た
会
議
を
し
て
い
る
。
会

議
の
曜
日
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
趣
味
や
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
両

立
も
し
や
す
い
。
先
輩
・
後
輩
関

係
な
く
意
見
を
出
し
合
え
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
新
聞
総
部

の
特
徴
で
あ
る
。

　

会
議
で
は
各
々
が
ニ
ュ
ー
ス
の

題
材
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
中
か
ら

取
材
先
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、

取
材
を
行
い
、
記
事
を
執
筆
し
、

紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作
成
や
記
事

の
校
正
ま
で
す
べ
て
自
分
達
で
行

う
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
取
材
相
手

に
対
す
る
マ
ナ
ー
や
言
葉
遣
い
、

時
間
や
記
事
の
締
め
切
り
を
守
る

な
ど
、
記
者
と
し
て
の
知
識
だ
け

で
な
く
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
も

自
然
と
身
に
付
く
。
新
聞
総
部
で

学
べ
る
こ
と
は
多
い
。

　

様
々
な
人
に
出
会
い
、
価
値
観

や
思
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
も
新
聞
総
部
の
魅
力
で
あ

る
。
部
員
全
員
で
新
聞
と
い
う
一

つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び

と
、
自
分
の
書
い
た
記
事
を
多
く

の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
感
動
を

味
わ
っ
て
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
新
聞
総
部
の
部
室
を
覗
い
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

基本情報
活動場所：（上ケ原）学生会館新館３階
　　　　　新聞総部部室
活動日時：毎週金曜日19：00〜21：00
部　員　数：７人
連　絡　先：有冨　晴貴（文・３）
　　　　　kgpress2009@yahoo.co.jp

基本情報
活動場所：旧学生会館屋上・
　　　　　新学生会館屋内体操場
活動日時：平日昼休み
部　員　数：12名
連　絡　先：岸本　ゆずか（理・４）
　　　　　yuzuka.kishimoto1012@gmail.com
　　　　　08015101639

年間スケジュール
５月　新聞発行
７月　新聞発行、総会
９月　合宿
10月　新聞発行
11月　大学祭取材
12月　新聞発行、総会
２月　新聞発行
３月　新聞発行

年間スケジュール
４月　入学式
　　　春季硬式野球応援「関関戦」
５月　入団式
　　　イベント「そんなあなたを応援します」
６月　総合関関戦
７月　オープンキャンパス（神戸三田キャンパス）
８月　オープンキャンパス（上ケ原キャンパス）
　　　夏合宿
９月　関西四私立大学応援団連盟祭
10月　秋季硬式野球応援「関関戦」
11月　応援団総部祭～新月旗の下に～（大学祭期間中）
12月　甲子園ボウル応援
１月　ライスボウル応援
　　　幹部交代式

応
援
団
総
部

　

本
学
の
学
生
、
特
に
体
育
会
系

の
部
活
動
に
所
属
す
る
学
生
に

と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
存
在
が
応

援
団
総
部
だ
。
応
援
団
総
部
は
、

指
導
部
、
吹
奏
楽
部
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
か
ら
成
り
立
つ
。今
回
は
、

三
部
を
取
り
ま
と
め
る
団
長
で
あ

る
岸
本
ゆ
ず
か
さ
ん（
理
・
４
）と
、

指
導
部
の
部
長
で
あ
る
柏
木
加
奈

さ
ん
（
経
・
４
）
に
、
指
導
部
を

中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
な

お
、
二
人
に
関
し
て
は
二
面
で
も

取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

緒
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

指
導
部
は
、
学
ラ
ン
に
白
い
手

袋
を
は
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
な

ど
で
応
援
を
す
る
、
ま
さ
に
イ

メ
ー
ジ
通
り
の
「
応
援
団
」、
い

わ
ば
応
援
団
の
顔
で
あ
る
。
柏
原

さ
ん
は
「
一
回
生
の
時
に
、
入
学

式
で
見
た
指
導
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
感
動
し
、
入
部
を
決
め

た
」
と
い
う
。
岸
本
さ
ん
も
「
特

に
当
時
の
指
導
部
長
の
演
舞
は
圧

巻
だ
っ
た
。
い
ま
で
も
尊
敬
し
て

い
る
、
目
標
の
人
だ
」
と
語
る
。

　

本
学
の
学
生
の
多
く
が
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
が
、
指
導
部
の
練
習

は
非
常
に
厳
し
い
。
体
育
会
系
と

見
紛
う
ほ
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

聞
く
も
の
の
身
を
震
わ
せ
る
よ
う

な
発
声
練
習
を
日
々
積
み
重
ね
て

い
る
。「
当
然
楽
で
は
な
い
が
、

厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
た
と
い

う
事
実
は
自
信
に
つ
な
が
る
」
と

柏
原
さ
ん
は
語
る
。

　

現
在
、
指
導
部
に
は
あ
る
特
筆

す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

部
員
12
名
の
う
ち
６
名
が
女
性
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
女
性
率
の

高
さ
は
非
常
に
珍
し
い
。
そ
の
理

由
を
岸
本
さ
ん
は
「
人
前
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
抵
抗
が
な
い
の

は
、
意
外
に
も
女
性
の
方
が
多
い

と
感
じ
る
」
と
説
明
す
る
。
柏
原

さ
ん
も「
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
が
、

実
際
に
私
た
ち
を
見
て
入
部
し
て

く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

語
る
。

　

そ
ん
な
岸
本
さ
ん
率
い
る
応

援
団
総
部
が
掲
げ
る
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
躍
進
」
だ
と
い

う
。「
応
援
団
総
部
の
伝
統
は
私

た
ち
の
誇
り
だ
。
し
か
し
伝
統

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も
考
え

ず
そ
れ
を
受
け
継
い
で
は
な
ら

な
い
。
変
え
る
べ
き
も
の
と
、

残
す
べ
き
も
の
を
は
っ
き
り
と

さ
せ
、
応
援
団
総
部
が
今
後
さ

ら
な
る
伝
統
を
作
り
上
げ
る
躍

進
、
そ
の
き
っ
か
け
の
年
に
し

た
い
」。
そ
う
語
る
岸
本
さ
ん
の

目
は
ま
っ
す
ぐ
で
、
声
か
ら
は

強
い
意
志
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

岸
本
さ
ん
は
、
高
校
ま
で
バ

レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
大

学
で
思
い
切
っ
て
応
援
団
総
部
に

入
部
し
た
と
い
う
。
あ
の
周
囲
を

圧
倒
す
る
演
武
は
、
様
々
な
人
た

ち
の
励
み
、
力
の
源
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
一
端
を
担
う
、

そ
ん
な
大
学
生
活
は
、
決
し
て
楽

な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
二
人
を
見
る
限
り
、
得
ら
れ
る

も
の
は
非
常
に
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
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体
育
会
編
集
部

宗
教
総
部

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｃ

号
館
の
近
く
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
が
掲
載
さ
れ
た
大
き
な
掲

示
板
を
目
に
し
た
こ
と
は
あ
る

だ
ろ
う
。
新
入
生
は
ぜ
ひ
探
し
て

見
て
ほ
し
い
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
、
通
称
「
関
学
ス
ポ
ー
ツ
」
を

発
行
し
て
い
る
の
が
、
本
学
体
育

会
の
唯
一
の
広
報
機
関
の
体
育

会
編
集
部
だ
。

　

関
学
ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
育
会
42

部
の
広
報
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。
主
に
年
５
回
の
新
聞
発
行

や
、
各
部
の
公
式
戦
で
の
撮
影
、

試
合
後
の
取
材
、
試
合
の
号
外
作

成
な
ど
を
行
う
。
ま
た
試
合
前

に
は
、
選
手
の
普
段
の
学
校
生
活

を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

だ
。
そ
れ
ら
の
活
動
は
各
々
で
行

い
、
部
活
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
全

体
の
意
識
統
一
を
図
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
幅
広
い
活
動

内
容
は
関
学
ス
ポ
ー
ツ
の
大
き
な

魅
力
だ
。

　

作
成
し
た
新
聞
は
、
主
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
流
す
。
他
大
学
や
新

聞
総
部
と
違
う
関
学
ス
ポ
ー
ツ
な

ら
で
は
の
発
信
方
法
だ
。最
近
は
、

外
部
メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し
、
外
部

に
記
事
を
渡
す
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
部
員
の
活
躍
の
場
は
年
々
広

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

編
集
部
で
は
新
入
生
歓
迎
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
試
合「
Ｋ
Ｇ
ボ
ウ
ル
」

を
先
輩
と
観
戦
し
、
選
手
に
取
材

を
行
う
。
観
戦
し
な
が
ら
、
編
集

部
の
体
験
を
で
き
る
い
い
機
会

だ
。
そ
の
他
に
は
、
新
入
生
が
興

味
の
あ
る
部
活
動
に
出
向
き
、
先

輩
と
一
緒
に
体
験
取
材
を
す
る
。

本
学
の
レ
ベ
ル
の
高
い
体
育
会
の

選
手
た
ち
を
自
ら
取
材
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

部
員
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
人
が

多
く
、
部
活
動
の
雰
囲
気
は
和
気

あ
い
あ
い
と
し
て
い
る
。
休
み
の

日
に
は
、
遊
び
に
行
く
こ
と
も
あ

る
と
い
う
仲
の
良
さ
だ
。
今
回
取

材
し
た
馬
場
夏
希
（
総
政
・
３
）

さ
ん
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

り
入
部
を
決
め
た
そ
う
だ
。
馬
場

さ
ん
は
関
学
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
多
い
と
い
う
。

　

彼
女
の
思
い
出
の
試
合
は
去
年

の
６
月
。
サ
ッ
カ
ー
部
男
子
の
天

皇
杯
対
ガ
ン
バ
大
阪
戦
で
あ
っ

た
。
プ
ロ
と
の
試
合
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な
い
サ

ポ
ー
タ
ー
の
熱
気
を
感
じ
た
と
い

う
。
延
長
戦
に
突
入
し「
２
︱
１
」

で
勝
っ
た
時
は
感
極
ま
り
鳥
肌
が

た
っ
た
そ
う
だ
。
関
学
ス
ポ
ー
ツ

に
入
っ
て
な
い
と
経
験
で
き
な

か
っ
た
と
、
そ
の
と
き
の
感
動
が

蘇
っ
た
か
の
よ
う
に
話
し
た
。
馬

場
さ
ん
は
「
毎
日
取
材
に
行
き
選

手
と
の
関
係
性
が
で
き
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い

取
材
が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
「
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な

人
、メ
デ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人
、

写
真
を
撮
る
の
が
好
き
な
人
、
大

学
か
ら
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

人
な
ど
大
歓
迎
。
一
緒
に
体
育
会

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
馬
場
さ
ん

は
話
し
た
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
て「
気
ま
ま
に
関
学
ス
ポ
ー

ツ
（
＠kimama_kgsports

）」
を

覗
い
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

基本情報
活動場所：新学生会館２階

活動日時：毎日

部　員　数：14人

連　絡　先：松木　葉菜（社・２）
　　　　　fhg16486＠kwansei.ac.jp

基本情報
活動場所：関西学院千刈キャンプ（千）
　　　　　中央芝生横白いテント（献）
活動日時：毎週月・木・土日（千）
　　　　　毎週月・木（献）
部　員　数：49人
連　絡　先：森　翔太（神・３）
　　　　　090−6754−2244
　　　　　dem99838@kwansei.ac.jp

年間スケジュール
４月　KGボウル、新歓イベント
５月　編集期間
８月　新入生歓迎合宿
９月　編集期間
10月　OB・OG会
11月　編集期間
12月　朝日新聞コンテスト
１月　報知スポーツ新聞コンテスト
２月　編集期間
３月　編集期間

年間スケジュール
４月　春の献血週間（献）
５月　新緑キャンプ（千）
６月　夏の献血週間（献）
８月　サマーキャンプ（千）
　　　わくわくキャンプ（千）
　　　献血合宿（献）
９月　夏合宿（宗）
10月　秋の献血週間（献）
　　　千刈フェスティバル（千）
11月　オータムフェスティバル（千）
12月　ふゆっこきゃんぷ（千）
　　　冬の献血週間（献）
３月　ワークキャンプ（千）

　

宗
教
総
部
は
「
キ
リ
ス
ト
教
精

神
の
向
上
を
図
りMastery for 

Service

を
体
現
す
る
」
と
い
う

活
動
概
念
の
も
と
、
千
刈
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
献
血
実
行
委
員

会
と
い
う
、
２
つ
の
パ
ー
ト
に
分

か
れ
て
い
る
。
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
千
刈
キ
ャ
ン
プ
で

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。献
血
実
行
委
員
会
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
献
血
の
推
進
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

活
動
は
同
じ
宗
教
総
部
で
あ
る

が
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
千

刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
主
に

本
学
千
刈
キ
ャ
ン
プ
で
、
利
用
客

の
手
伝
い
や
、
場
内
整
備
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
や
家
族
向

け
の
キ
ャ
ン
プ
の
企
画
や
主
催
も

行
う
。
こ
の
よ
う
に
千
刈
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
豊
か
な
自

然
の
中
で
、
普
段
は
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

献
血
実
行
委
員
会
は
、
本
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
献
血
バ
ス
を
呼

び
、
学
内
で
献
血
協
力
の
呼
び
か

け
な
ど
を
し
て
い
る
。
西
宮
上
ケ

原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
年
に
４
回
、

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
夏
と

冬
の
年
に
２
回
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間

に
は
、
多
く
の
学
生
が
献
血
バ
ス

の
前
で
足
を
止
め
、
献
血
に
協
力

す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ビ

ラ
や
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
や
、
作
成
も
お
こ
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
７
年
に
は
、
本

学
で
の
献
血
者
数
が
累
計
９
万
人

を
突
破
し
た
。
ま
た
、
来
月
17

日
に
は
本
学
で
の
献
血
実
施
が

１
０
０
０
回
目
を
迎
え
る
。

　

総
部
長
の
森
翔
太
さ
ん
（
神
・

３
）
は
、「
パ
ー
ト
に
関
係
な
く

と
て
も
仲
の
良
い
部
活
。
活
動
時

に
は
楽
し
く
か
つ
真
剣
に
、
遊
ぶ

と
き
は
全
力
で
遊
ぶ
と
い
う
よ
う

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
る
」
と

話
し
た
。
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
、
献
血
実
行
委
員
会
と
も
に
年

間
を
通
し
て
普
段
の
活
動
に
加

え
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
プ
や
合
宿
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

行
事
を
設
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
森
さ
ん
は
新
入
生
に
向

け
て
「
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
新
入
生
の

入
部
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
く
、
有
意
義
な

学
生
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

語
っ
た
。

　

学
生
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
真

剣
に
何
か
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
新
入
生
に
と
っ
て

は
、
宗
教
総
部
は
う
っ
て
つ
け
の

部
活
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
新
入

生
は
、
一
度
宗
教
総
部
を
訪
れ
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
充
実
し

た
学
生
生
活
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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起
こ
す
。
ま
た
、
木
本
教
授
は
こ
れ
ら
の
授
業
の

中
で
、講
義
形
式
の
授
業
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
。

木
本
教
授
の
授
業
で
は
、あ
く
ま
で
主
体
は
学
生
。

そ
の
た
め
木
本
教
授
は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
導
き

出
し
た
見
解
に
対
し
て
、
個
々
に
細
か
く
指
導
を

行
な
っ
て
い
る
。
自
分
で
は
な
く
、
学
生
の
た
め

の
教
育
を
行
う
こ
と
を
、
常
に
心
が
け
て
い
る
そ

う
だ
。

　

木
本
教
授
は
、
授
業
は
学
生
に
と
っ
て
能
動
的

で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
大
学

で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
講
義
形
式
の
授
業
は

受
動
的
な
も
の
に
偏
っ
て
い
る
。
受
動
的
な
授
業

は
学
生
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
が
、
知
識
だ
け
で

は
補
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
学
生
が
自
分
自
身
で

考
え
、
実
際
に
現
場
に
出
て
経
験
す
る
こ
と
で
は

じ
め
て
、
実
践
す
る
力
が
身
に
つ
く
。
木
本
教
授

は
、こ
れ
ら
の
過
程
で
身
に
つ
く
力
を
「
構
想
力
」

と
い
う
言
葉
で
表
し
た
。
こ
の
構
想
力
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
社
会
に
出
た
と
き
に
必
要
と

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
有
無
を
問
わ
れ
る
も
の
だ

と
い
う
。
構
想
力
を
養
う
た
め
に
は
、
学
生
時
代

に
一
度
で
も
本
気
で
物
事
と
向
き
合
い
、
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
木
本
教
授
は
、
自
身
の
授
業
を
通

し
て
学
生
が
そ
の
経
験
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一

番
の
喜
び
だ
と
語
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
4
月
、
本
学
の
Ｓ
Ｇ
Ｕ
構
想
の
柱

で
も
あ
る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」
３
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
１
つ
「
ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

を
推
進
す
る
た
め
新
設
さ
れ
た
「
ハ
ン
ズ
オ
ン
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。「
ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
直
接

手
で
触
れ
て
理
解
し
、
物
事
の
原
因
で
は
な
く
、

事
実
に
つ
い
て
突
き
詰
め
て
考
え
、
よ
り
深
く
追

究
し
て
い
く
学
び
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
て
、

実
社
会
を
学
ぶ
」
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
・
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
。

　

木
本
教
授
は
、
数
年
前
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発
案
し
、
本
学
に
提
案
。
２
０
１
５
年
か
ら
準
備

を
進
め
、２
０
１
６
年
に
先
立
っ
て
ハ
ン
ズ
オ
ン
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
を
開
始
。
そ
し
て
２
０
１
７

年
、
セ
ン
タ
ー
新
設
に
よ
り
、
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
確
立
さ
せ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
学
生
に
提
供
さ
れ

て
い
る
授
業
は
す
べ
て
、
社
会
の
あ
り
方
に
焦
点

を
当
て
て
進
め
ら
れ
る
。
学
生
は
、
木
本
教
授
が

お
題
と
し
て
提
示
し
た
社
会
問
題
に
対
し
て
、
は

じ
め
に
直
接
現
場
へ
出
向
く
。
そ
の
後
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
行
動
を

きもと　こういち
1989年　広島大学文学部史学科卒業
1997年　同大学院社会科学研究科博士後期課程単位取得満期退学
1997年　広島大学大学院国際協力研究科助手
2001年　広島女学院大学文学部助教授のち教授
2012年　同大学国際教養学部国際教養学科長
2015年　摂南大学外国語学部教授
2016年　関西学院大学ハンズオン・ラーニングセンター教授

現場で経験する授業を

木 

本  
浩 
一

ハ
ン
ズ
オ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

教
授

vol.21.v

リ
ー
ム
を
の
せ
た
大
人
の
お
菓
子

だ
。

　

２
階
は
、
1
階
で
扱
っ
て
い
る

商
品
の
イ
ー
ト
イ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
カ
フ
ェ
の
み
で
の
利
用
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
８
時
30
分
か

ら
11
時
ま
で
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ

ト
を
、
11
時
30
分
か
ら
14
時
30
分

ま
で
は
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
る
。

　

販
売
チ
ー
フ
の
鈴
木
さ
ん
は

「
お
客
様
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見

る
の
が
一
番
で
す
。『
ま
た
来
た

よ
』『
お
い
し
か
っ
た
よ
』
と
言
っ

て
く
れ
る
お
客
様
が
い
る
こ
と
で

す
」
と
こ
の
仕
事
で
の
喜
び
に
つ

い
て
語
る
。「
ご
年
配
の
お
客
様

が
多
い
の
で
、
若
い
方
に
も
ぜ
ひ

来
て
ほ
し
い
で
す
」と
も
話
し
た
。

　

芦
屋
を
中
心
に
11
店
舗
を
構
え

る
お
店
で
あ
る
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
、
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
や
焼
き
菓

子
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

肉
料
理
や
フ
ォ
ン
デ
ュ
な
ど
、
ど

ん
な
家
庭
料
理
と
も
相
性
が
抜
群

で
あ
る
。
お
店
の
お
す
す
め
は
、

デ
ニ
ッ
シ
ュ
生
地
に
カ
ス
タ
ー
ド

と
洋
な
し
を
の
せ
て
焼
き
上
げ
た

「
洋
な
し
の
タ
ル
ト
仕
立
て
」（
税

込
み
２
７
０
円
）。
カ
ス
タ
ー
ド

と
洋
な
し
の
組
み
合
わ
せ
は
癖
に

な
る
。
ほ
か
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
に
板
チ
ョ
コ
を
そ
の
ま
ま
挟
ん

だ
「
グ
テ
」（
税
込
み
１
９
５
円
）。

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
明
太
子
バ
タ
ー

を
た
っ
ぷ
り
塗
っ
た
「
明
太
子
フ

ラ
ン
ス
」（
税
込
み
２
６
０
円
）。

店
内
厨
房
で
の
作
り
た
て
を
提
供

し
て
い
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
税
込

み
２
７
０
円
か
ら
）な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
店
の
特
徴
は
、
パ
ン
の
ほ

か
に
ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
も
扱
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
ビ
ゴ
の
店
を

設
立
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ゴ
氏

は
、
パ
ン
だ
け
で
な
く
お
菓
子
に

も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
パ

ン
に
負
け
な
い
焼
き
菓
子
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
そ
う

だ
。
お
す
す
め
の
ケ
ー
キ
は
「
サ

バ
ラ
ン
」（
税
込
み
３
４
６
円
）

で
あ
る
。
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
生
地
に

お
酒
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
、
生
ク

　

第
21
回
目
と
な
る
今
回
は
、
フ

ラ
ン
ス
パ
ン
で
有
名
な
パ
ン
屋

「
ジ
ャ
ン
ポ
ー
ル
・
ビ
ゴ　

仁
川

店
」
を
紹
介
す
る
。

　

「
ビ
ゴ
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
る
こ
の
店
は
、
地
域
密
着
型

の
パ
ン
屋
と
し
て
様
々
な
年
齢
層

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ

仁
川
店
は
、
１
階
に
売
り
場
、
２

階
に
カ
フ
ェ
と
い
う
造
り
だ
。

　

１
階
に
は
、
店
の
こ
だ
わ
り
が

詰
ま
っ
た
パ
ン
や
ケ
ー
キ
、
焼
き

菓
子
が
き
れ
い
に
陳
列
さ
れ
て
い

る
。
生
地
作
り
は
、
伝
統
製
法
を

用
い
て
お
り
、
パ
ン
の
都
合
に
人

が
合
わ
せ
る
、
自
然
に
任
せ
た
パ

ン
作
り
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
ン
の
種
類
も
豊
富
だ
。
人
気

は
、
外
側
の
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感

と
内
側
の
も
っ
ち
り
感
が
絶
妙
の

細
長
い
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
「
バ
タ
ー

ル
」（
税
込
み
２
７
０
円
）
だ
。

地域に愛される「ビゴさん」

こだわりのパンが並ぶ

　

私
は
こ
れ
ま
で
「
見
る
」
と 

「
観
る
」
の
違
い
を
意
識
し
た
こ

と
が
無
か
っ
た
。
著
者
の
平
林
浩

さ
ん
は
、「
観
る
」
こ
と
を
「
み

ず
か
ら
の
予
想
や
仮
説
を
持
っ
て

対
象
に
働
き
か
け
て
見
る
こ
と
」

と
し
て
い
る
。
本
書
は
平
林
さ
ん

の
小
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
イ
は
秀
逸
で
、
添

え
ら
れ
た
著
者
に
よ
る
た
く
さ
ん

の
挿
し
絵
も
素
晴
ら
し
い
。
だ
が

私
は
本
書
全
体
を
通
し
て
、
著
者

と
自
然
の
関
わ
り
方
、
著
者
の
自

然
観
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
点
に

素
晴
ら
し
さ
を
覚
え
た
。

　

著
者
は
、小
学
校
教
師
を
経
て
、

現
在
で
は
仮
説
実
験
授
業
を
広
め

る
出
前
教
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
だ
か
ら
か
、
著
者
の
「
自
然

を
観
る
」
方
法
は
、予
想
を
立
て
、

結
果
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得

る
、
仮
説
実
験
的
な
も
の
だ
。
さ

ら
に
、
長
年
の
経
験
で
著
者
は

「
環
境
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
統
合
し

て
お
り
、
鋭
い
直
観
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
持
ち
前
の
興
味
・
関

心
・
好
奇
心
…
…
そ
れ
ら
が
著
者

の
「
自
然
を
観
る
」
こ
と
を
支
え

て
い
る
。

　

考
え
て
み
る
と
、
私
の
自
然
を

見
る
や
り
方
は
「
見
る
」
ど
こ
ろ

か
「
眺
め
る
」
に
近
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
目
に
映
っ
た
も
の
を

表
面
的
に
捉
え
る
こ
と
に
終
始
し

て
い
る
。
本
書
を
読
み
進
め
て
い

く
う
ち
に
、私
も
自
然
を
「
観
る
」

こ
と
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

筆
者
の
「
自
然
を
観
る
」
と
い

う
行
為
に
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
自
然
に
限
ら
ず
、
他

の
分
野
に
も
応
用
で
き
る
だ
ろ

う
。「
眺
め
て
見
え
る
こ
と
は
、

え
て
し
て
わ
た
し
た
ち
を
あ
ざ
む

く
」。
耳
触
り
の
良
い
言
葉
が
並

ぶ
今
の
世
の
中
で
、
表
面
的
に
も

の
を
見
て
物
事
を
判
断
し
た
な
ら

ば
間
違
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
筆

者
の
も
の
の
見
方
は
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
に
し
た
い
。

　

可
愛
ら
し
く
、
楽
し
い
筆
者
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
み
な
が
ら
、
心

を
温
め
つ
つ
、
人
生
に
対
す
る
ヒ

ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
本
を
読
み
終
わ
っ
た
と

平林　浩

き
、
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
。

　

太
郎
次
郎
社
エ
デ
ィ
タ
ス
刊
、

本
体
価
格
１
７
０
０
円
。（Ｔ

・
Ｍ
）

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す

　

第
８
４
２
号
２
面
「
教
授
の
背
中
」
で
、
浜
野
研
三
さ
ん
の
経
歴

に
「
京
都
大
学
文
学
部　

助
教
授
」
と
あ
る
の
は
、「
京
都
大
学
文
学

部　

助
手
」の
誤
り
で
し
た
。
参
照
し
た
元
の
資
料
が
間
違
っ
て
お
り
、

確
認
も
不
十
分
で
し
た
。

ひらばやし・ひろし

　34年、長野県・諏訪地方生まれ。子ども時代から野山を
遊び場とする。88年まで小学校教諭。退職後は「出前教師」
として、地域の子ども・大人といっしょに科学を楽しむ教室
を開いている。仮説実験授業研究会、障害者の教育権を実現
する会会員。著書に『仮説実験授業と障害児統合教育』、『作っ
て遊んで大発見！　不思議おもちゃ工作』『キミにも作れる！
　伝承おもちゃ＆おしゃれ手工芸』『しのぶちゃん日記』など。

☆基本情報☆

◦営業時間
　　8：30～19：30

◦定休日
　　月曜日（祝日の場合は
　　翌日定休日）

◦アクセス
　　阪急宝塚線仁川駅から
　　徒歩１分

◦住所
　　宝塚市仁川北3−7−5 

◦TEL
　　0798−57−3688
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私
は
服
を
着
せ
ら
れ
た
マ
ネ
キ
ン
を
見
て
い
る
。
人
工
的
で
整
然
と

し
た
そ
の
マ
ネ
キ
ン
は
、
お
洒
落
な
の
で
あ
ろ
う
服
が
似
合
っ
て
い
る
。

更
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
私
の
後
ろ
の
街
頭
の
景
色
と
も
重
ね
ら
れ
調
和

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
人
間
の
中
で
こ
の
服
が
似
合
う
人
は
限
ら
れ

て
い
る
と
思
え
る
し
、
私
は
そ
の
服
を
買
い
た
く
も
な
け
れ
ば
、
高
す

ぎ
て
買
う
お
金
も
な
い
が
。

　

そ
う
い
え
ば
、
子
供
の
こ
ろ
に
も
同
じ
よ
う
に
マ
ネ
キ
ン
と
商
品
を

見
た
記
憶
が
あ
る
。
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
、
子
供
が
欲

し
い
と
思
っ
た
商
品
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
場
面
だ
。
マ
ネ
キ
ン
の

着
て
い
た
子
供
用
の
服
一
式
が
か
っ
こ
よ
く
見
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、

今
や
ど
ん
な
服
だ
っ
た
か
思
い
出
せ
な
い
。
冬
服
だ
っ
た
こ
と
く
ら
い

で
、
そ
の
他
は
お
ぼ
ろ
げ
だ
。
そ
の
く
せ
、
初
め
て
そ
れ
を
見
た
自
分

の
表
情
は
覚
え
て
い
る
。
自
然
と
少
し
目
が
見
開
か
れ
、
口
も
開
き
声

を
漏
ら
し
て
感
動
し
て
い
る
、
そ
ん
な
ど
こ
か
の
ア
ニ
メ
に
あ
り
そ
う

な
表
情
だ
っ
た
。
そ
れ
と
比
べ
て
今
の
私
は
特
に
衣
服
に
こ
だ
わ
り
は

な
く
、
そ
ん
な
私
自
身
は
無
表
情
に
近
い
。
ど
こ
か
虚
ろ
に
見
え
な
く

も
な
い
。
こ
れ
は
大
人
に
近
づ
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
と
、
あ
り
き
た
り

そ
う
な
こ
と
を
思
う
。

　

フ
ァ
ミ
レ
ス
で
あ
れ
カ
フ
ェ
で
あ
れ
、
私
は
外
の
見
え
る
席
を
選
び

が
ち
だ
。
景
色
が
良
け
れ
ば
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
た
ま
に
「
内
」

と
「
外
」
を
重
ね
て
み
た
り
す
る
。
大
概
の
場
合
、そ
れ
ら
を
重
ね
て
も
、

調
和
し
て
い
る
か
と
言
わ
れ
る
と
そ
う
で
は
な
い
と
思
え
る
が
。
人
通

り
の
多
い
道
に
面
し
て
い
れ
ば
、
人
間
観
察
を
し
て
み
る
。
目
に
付
く

人
と
い
え
ば
、
忙
し
そ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
親
子

連
れ
、
塾
帰
り
で
あ
ろ
う
中
高
生
、
買
い
物
中
の
主
婦
、
エ
ト
セ
ト
ラ
。

そ
う
い
っ
た
人
々
を
見
て
思
う
の
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
ば
か
り
だ
。

忙
し
い
人
を
見
て
は
「
あ
あ
は
な
り
た
く
な
い
な
」
と
思
い
、
幸
せ
そ

う
な
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
、
ま
た
は
賢
そ
う
な
中
高
生
は
羨
ま
し
い
存
在

だ
。
そ
れ
ら
を
見
た
時
の
、
溜
め
息
混
じ
り
の
重
く
曇
っ
た
表
情
が
そ

れ
を
証
明
し
て
い
る
。

　

世
の
中
は
、
人
々
を
分
け
る
領
域
の
集
合
体
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
私
の
い
る
領
域
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
の
だ
が
、

私
の
周
り
に
は
、
私
自
身
の
手
の
届
か
な
い
領
域
、
ま
た
は
私
自
身
が

入
り
た
く
も
居
た
く
も
な
い
領
域
が
多
い
。
そ
し
て
私
の
い
な
い
領
域

に
直
面
し
た
と
き
、
彼
方
と
此
方
の
間
に
あ
る
「
フ
ィ
ル
タ
ー
」
を
認

識
す
る
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
。
私
が
彼
方
に
対
し
で
き
る
こ
と
は
、

「
フ
ィ
ル
タ
ー
」
越
し
に
覗
き
見
る
こ
と
く
ら
い
の
も
の
だ
。「
フ
ィ
ル

タ
ー
」
は
、
彼
方
の
像
も
、
此
方
の
像
も
映
し
な
が
ら
、
物
理
的
に
も
、

私
の
精
神
に
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
は
、
彼
方
を
覗
く
私
を

映
し
出
し
て
し
ま
う
。

『
境
界
線
上
の
』

呉
山
澄
巴

教
育
機
関
を
実
際
に
立
ち
上
げ
、

活
動
を
し
て
い
た
。岡
村
さ
ん
は
、

机
上
の
研
究
で
終
わ
ら
ず
に
、
常

に
現
場
で
実
践
を
続
け
る
と
い
う

「
知
行
合
一
の
精
神
」
と
い
う
理

念
に
憧
れ
を
抱
き
、
自
身
も
常
に

学
び
つ
つ
実
践
者
と
し
て
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

　

岡
村
さ
ん
は
大
学
入
学
後
、
経

営
学
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

よ
り
深
く
学
ん
だ
。
そ
れ
と
同

時
に
、
ウ
ェ
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
業
界
の
第
一
人
者
の
下
で
、
Ｂ 

to 

Ｃ
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
活
動
な
ど
を
始
め
た
。

♯33．学生起業家
岡村　朋弥さん（総政・３）

　

大
手
広
告
代
理
店
と
し
て
名
を

と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
博
報
堂
。
憧

れ
を
抱
い
て
い
る
在
校
生
も
数
知

れ
な
い
だ
ろ
う
。
西
さ
ん
は
社
員

　

今
の
時
代
を
代
表
す
る
実
業
家

で
あ
る
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

孫
正
義
は
、
学
生
時
代
に
起
業
を

し
た
学
生
起
業
家
で
あ
る
。
本
学

で
も
起
業
を
し
て
、
次
の
時
代
を

築
こ
う
と
考
え
る
人
は
少
な
く
な

い
だ
ろ
う
。

　

今
回
取
材
し
た
岡
村
朋
弥
さ
ん

は
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。
高
校
時

代
に
出
会
っ
た
大
学
教
授
の
影
響

で
起
業
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　

そ
の
教
授
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
の
教
育
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
自
身
の
教
育
理
念
を
掲
げ
た

　
何
者
で
も
な
い
大
学
生
が

　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ
か
ら
起
業

　

第
一
人
者
か
ら
、
最
先
端
の

広
告
技
術
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
活
用
し
た
実
践
的
な
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
方
法
な
ど
を
徹
底
的
に

学
ん
だ
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
共
感
や
信
頼

を
通
じ
て
顧
客
に
と
っ
て
の
価
値

を
高
め
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。最
前
線
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
知
識
を
身
に
着
け
た

岡
村
さ
ん
は
現
在
、
中
小
企
業
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。

　

そ
の
一
方
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

講
演
家
な
ど
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
全
面
的
に
支
援
す
る
団
体
を
立

ち
上
げ
、
個
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

活
動
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
は
高
く
評
価
さ

が
大
切
に
す
る
「
知
行
合
一
の
精

神
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

時
代
に
あ
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
追
求
し
、
常
に
行
動
に
移
し

て
い
く
岡
村
さ
ん
の
姿
は
、
自
由

で
活
力
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
岡
村
さ
ん
の
生
き
方
は
、

盲
目
的
に
就
職
活
動
を
行
う
同
世

代
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

た
。
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
２
つ
の
職
業
に
つ
い

て
、
西
さ
ん
は
「
縁
の
下
の
力
持

ち
、
と
い
う
面
で
は
ど
ち
ら
も
す

ご
く
近
い
。
ど
ち
ら
の
仕
事
も
裏

で
何
か
を
動
か
す
仕
事
で
あ
り
、

自
分
た
ち
が
表
に
出
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
遠
い
場
所
か
ら
で

も
人
々
の
喜
ぶ
姿
や
笑
顔
を
見
れ

た
と
き
に
、
こ
の
上
な
く
や
り
が

い
を
感
じ
る
」
と
述
べ
た
。
評
価

時
代
、
同
社
に
営
業
職
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
社
が
温

室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
を
目
的
と

し
て
力
を
入
れ
て
い
た
「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
兼

務
し
て
い
た
。
入
社
時
か
ら
精
力

的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
西

さ
ん
だ
っ
た
が
、
06
年
に
退
職
を

決
意
。
理
由
は
、
堺
市
議
会
議
員

に
な
る
夢
を
実
現
す
る
た
め
だ
っ

さ
れ
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰

か
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す
る
姿

勢
に
心
を
打
た
れ
た
。

　

堺
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
、
西
さ

ん
の
堺
市
に
対
す
る
愛
は
計
り
知

れ
な
い
。
堺
市
の
魅
力
に
つ
い

て
「
堺
は
す
べ
て
の
モ
ノ
の
始
ま

り
で
あ
り
、
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
鉄
文
化
な
ど
の
優
れ
た
技
術

を
発
信
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ

　

今
回
は
、
本
学
総
合
政
策
学
部
卒

業
後
、（
株
）博
報
堂
に
入
社
。
同
社

退
職
後
、
堺
市
議
会
議
員
に
当
選
。

現
在
ま
で
、
地
域
の
た
め
に
活
躍
し

て
い
る
、
西
て
つ
し
さ
ん
（
42
）
に

話
を
伺
っ
た
。

第
21
回

第
21
回

　1977年大阪府堺市生まれ。関西学院大学
総合政策学部卒業。03年に慶應義塾大学大学
院政策メディア研究科修士課程修了後、（株）
博報堂入社。06年に同社退職後、07年に堺
市議会議員に初当選。12年から13年までは
関西学院大学非常勤講師としても活躍。15
年に堺市議会議員に２期目当選。また、ボラ
ンティアとしても様々な団体・NPOで積極的
に活動している。環境NGO 「ECO-LEAGUE」
では、過去４度に渡って理事及び代表理事を
務めた。

大阪府堺市議会議員

西　てつし さん
（’01年卒）

れ
、
現
在
は
有
名
私
立
高
校
や
国

会
議
員
の
広
報
活
動
の
依
頼
を
受

け
る
な
ど
、
様
々
な
場
で
活
躍
し

て
い
る
。

　

岡
村
さ
ん
は
、
学
問
的
な
知
識

を
学
ぶ
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
実
際

に
活
動
を
す
る
こ
と
に
関
し
て
、

「
知
識
と
い
う
も
の
は
、
主
体
と

現
象
の
関
係
性
の
中
で
し
か
価
値

を
持
た
な
い
」
と
熱
を
込
め
て
話

し
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
彼

る
」
と
語
り
尽
く
せ
な
い
様
子

だ
っ
た
。
そ
ん
な
西
さ
ん
は
、
特

に
自
転
車
を
活
用
し
た
環
境
問
題

解
決
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
自
転

車
と
環
境
問
題
の
関
係
性
に
つ
い

て
は
、
西
さ
ん
は
学
生
時
代
か
ら

興
味
を
持
っ
て
お
り
、
98
年
に
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
自
転
車
き
ゃ
ら
ば
ん
」

全
国
実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

し
て
い
た
。そ
の
経
験
を
生
か
し
、

西
さ
ん
は
、
堺
市
を
自
転
車
活
用

に
力
を
入
れ
た
環
境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
売
り
出
し
た
。
結
果
は
良

好
で
、
現
在
、
堺
市
は
環
境
モ
デ

ル
都
市
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
ま
で
登
り
つ
め
て
い
る
。

　

今
後
の
堺
市
に
つ
い
て
西
さ
ん

は
「
10
年
後
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
街
に
し
た

い
。
ま
た
、
堺
市
の
知
名
度
を
よ

り
向
上
さ
せ
、
発
信
さ
れ
た
都
市

に
す
る
」
と
今
後
の
展
望
を
強
く

語
っ
た
。

地域の人々との関わりを大切に。
　　10年後の堺市のために今できること。



　本学の生徒は教学ウェブサービスと
LUNAを毎週のように使うことにな
る。下記の記事をチェックして、スター
トダッシュをきろう。

教学ウェブ Luna

2019年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2019年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8教育システム特集

　教学ウェブにログイン
すると、最初の画面に出
てくるのが「お知らせ」だ。
このお知らせでは、休講
や補講情報、留学情報の
他、就職活動セミナーや
イベントの情報が共有さ
れる。左図のマーカーを
クリックすると全てのお
知らせの一覧を閲覧可能
である。お知らせ一覧を
定期的にチェックをし有
益な情報を手に入れよう。

　シラバスとは、授業の
内容や進め方を示す計画
書のことである。左図の
マーカーをクリックする
と、その下図が表示され
る。入学式で配布される
時間割表に記載されてい
る授業コードや授業名称
をボックスに入力し検索
をかけると各々のシラバ
スが出てくる。それを用
いて、履修することにな
るので、要チェックだ。

　Lunaで学生が一番使う
機能は、教材のダウンロー
ドではないだろうか。大学
の授業では、授業開始後に
資料や教材を配布する場合
と事前に学生が教材を印刷
して用意するという２つの
パターンに分かれている。
　Lunaを 使 用 す る の
は後者のパターンであ
る。Lunaを開き、科目メ
ニューで対象の授業を選択
し、「教材・課題・テスト」
をクリックし、ファイルを
選択すれば印刷することが
可能である。

　知らない人は多いのでは
ないだろうか。住所の登録
や変更は、教学ウェブサー
ビスから行う。新入生は、
特に下宿で住所が変わる場
合があるだろう。教務欄の
左図のマーカー部分をク
リックすると、その下図が
表示される。そこからメモ
帳のマークをクリックし、
学生の住所や電話番号など
を変更することができる。
変更しておけば、定期券を
買う際や書類の郵送先を
間違えられることはないだ
ろう。

　Lunaは教材の印刷だけ
でなく、レポートの提出も
可能である。大学の成績評
価は、定期試験だけでなく
定期レポートの提出が課さ
れている授業もある。提出
方法は学部事務室に直接提
出またはLunaでオンライ
ン提出の２通りある。
　Lunaでの提出方法は、
先述した「教材・課題・テ
スト」から課題レポート
のリンク　をクリックし、
ファイルを添付して「送信」
ボタンを押して提出する。

　Lunaとは、関西学院大
学の学生と教員のための授
業支援システム（LMS：
Learning Management 
System）である。主な利
用方法は、学生と教員が教
材や学習成果物を共有し、
掲示板などで自由な意見交
換が出来るなどの、教授者
-学習者の為のコミュニケー
ションツールである。授業
支援ボックスやWebレスポ
ンス、ポートフォリオなど
も提供している。次項では、
学生がよく利用する２つの
項目について紹介する。

① お知らせ一覧

② シラバス情報 ② 教材のダウンロード

③ 学生情報登録申請 ③ レポートの提出

① Lunaとは




